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胃腸の問題
内分泌かく乱
呼吸器系の問題
心血管系の問題
皮膚刺激
アレルギー反応

マイクロプラスチック・ナノプラスチックの脅威
食べ物にも、空気中にも、化粧品にも、どこにでも高濃度に存在す
るようになった微粒子のマイクロプラスチックやナノプラスチックは、
複数の経路にて血中に入り、各組織に到達し、様々な健康被害を
巻き起こしている。

健康を保つためには、可能な
限り、人工的なものから遠ざ
かるしかない。
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